
早
い
も
の
で
、
一
学
期
も
学
校
に
来
る
日
は
、
あ
と

十
日
と
な
り
ま
し
た
。
夏
休
み
に
入
る
前
に
、
一
学
期

に
学
ん
だ
学
習
内
容
を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
休
み
中
も
き
ま
り
を
守
り

な
が
ら
、
夏
休
み
の
課
題
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
七
月
の
全
校
朝
会
で
は
主
に
二
つ
の
お
話
を

し
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
「
呼
び
捨
て
を
し
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
理
由
に
は
、
「
お
家
の
人
が
考
え
た
大
切

な
名
前
だ
か
ら
」
と
「
呼
び
捨
て
の
後
に
は
、
乱
暴
な

言
葉
が
続
く
か
ら
」
の
二
つ
が
あ
る
と
話
し
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
千
葉
県
の
交
通
事
故
の
話
で
す
。
交
通
ル

ー
ル
を
守
っ
て
い
て
も
事
故
に
遭
う
場
合
が
あ
る
の
だ

か
ら
、
守
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
も
っ
と
事
故
に
遭
い
や

す
く
な
る
。
だ
か
ら
、
し
っ
か
り
と
交
通
ル
ー
ル
を
普

段
か
ら
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
と
話
し
ま
し
た
。
御

家
庭
で
も
話
題
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

学
校
通
信

第
四
号

青

雲

令
和

三
年

七
月

六
日

日
之
影
町
立
宮
水
小
学
校

ु
अ
घ
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ಒ
೬
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【
七
月
の
目
標
】

学
習
の
仕
方
を
し
っ
か
り
と

身
に
つ
け
よ
う

二

月

登
校
日

十
一

水

学
校
閉
庁
日
（
～
十
三
日
ま
で
）

二
十
六

木

二
学
期
始
業
式

二
十
七

金

結
団
式

身
体
計
測
（
高
）

三
十

月

お
誕
生
日
給
食

身
体
計
測
（
中
）

三
十
一

火

参
観
日
・
全
校
懇
談

身
体
計
測
（
低
）

七
月
一
日
の
五
校
時
に
ア
イ
ガ
モ
の
放
鳥
を
行
い
ま

し
た
。
と
て
も
小
さ
く
て
か
わ
い
ら
し
か
っ
た
ア
イ
ガ

モ
が
、
五
年
生
の
お
世
話
で
立
派
に
成
長
し
ま
し
た
。

代
表
の
児
童
が
、
四
羽
の
ア
イ
ガ
モ
を
田
ん
ぼ
に
放
ち

ま
し
た
。
雨
の
中
、

う
れ
し
そ
う
に
田

ん
ぼ
の
中
を
動
き

回
っ
て
い
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
取
材
も

あ
り
、
高
舘
煌
翔

さ
ん
と
中
山
美
月

さ
ん
が
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
受
け
ま

し
た
。
二
人
と
も

堂
々
と
質
問
に
答

え
て
い
ま
し
た
。

␯
ழ
া
ষ
হ
੒
৒
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本
年
度
、
町
内
全
小
・
中
学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
へ
と
移
行
す
る
と
と
も
に
、
日
之
影
町
地
域

学
校
協
働
本
部
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
、
学
校
・
保
護
者
・
地

域
の
代
表
者
が
一
堂
に
会
し
、
学
校
の
運
営
に
に
つ
い

て
話
し
合
う
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
て
い
る
学
校

の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
地
域
学
校
協
働
本
部
と
は
、
学

校
へ
の
支
援
・
協
働
を
目
的
と
し
た
、
地
域
住
民
や
関

係
機
関
等
で
構
成
さ
れ
た
組
織
の
こ
と
で
す
。
こ
の
二

つ
が
両
輪
と
な
っ
て
、
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
」
「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
」
を
一
層
推
進
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の
第
一
回
目
の
学
校
運
営
協

議
会
が
六
月
三
十
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
で
は
、
町
の
教
育
施
策
の
概
要
、
学
校
経
営
方
針

の
説
明
の
後
、
授
業
参
観
を
行
い
、
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
協
議
の
中
で
は
、
本
校
の
経
営
方
針
に
つ
い
て
様

々
な
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
で
は
、
貴

重
な
御
意
見
等
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
最
後
に
学
校

経
営
方
針
に
つ
い
て
委
員
の
皆
様
方
か
ら
承
認
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
出
さ
れ
た
御
意
見
は
、
今
後
の
学
校
運

営
に
生
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
主
な
委
員
は
、
次
の
皆
様
方
で
す
。

※
敬
称
略

地

域

代

表

保
護
者
代
表

長
谷
川
公
民
館
長

工
藤
建
樹

Ｐ
会
長

高
舘

英
嗣

大
菅
公
民
館
長

佐
藤

貴

（
運
営
協
議
会
会
長
）

大
人
公
民
館
長

大
村
文
仁

Ｐ
副

会

長

津
隈

一
弘

八
戸
本
通
り
公
民
館
長

鳥
飼
喜
彦

（
運
営
協
議
会
副
会
長
）

地
域
代
表

小
川
鉄
平

Ｐ
副
会
長

戸
田

茜

一
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。




